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 研究成果の概要：1 歳から 5 歳までの日本語を獲得する子どもの縦断発話データに基づき発

達指標 DSSJ（Developmental Sentence Scoring for Japanese）を開発し、この日本語の発達

指標を 84 人の子どもの横断データ（2 歳〜5歳）にあてはめ、標準化に向けて調整を行った。

DSSJ は WWW 上の CHILDES 国際発話データベースの解析プログラム CLAN の一部として一般公開

されている。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 7,800,000 2,340,000 10,140,000 
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総 計 15,300,000 4,590,000 19,890,000 
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１．研究開始当初の背景 
 英語と比べて日本語の言語発達指標の数
はきわめて少ない。標準化されている指標と
して揚げられるのは「絵画語い発達検査 
(PVT; 上野・撫尾・飯長 1991), 「Illinois 
Test of Psycholinguistic Abilities 
(ITPA)」の日本 語版（上野・越智・服部 1993）、
そ し て 「 MacArthur Communicative 
Development Inventory (MCDI)」の日本語版
（小椋・綿巻 2000）のみである。ITPA を除
き主に語彙習得に集中しているので文法発
達に焦点を当てる指標が必要である。しかし、
以前から日本で使われている平均発話長

（MLU; Brown 1993）の標準化された日本語
版は存在していない。もう一つの問題点とし
ては、MLUが 3.5（健常児の場合は 3 歳半や 4
歳頃）を超えると MU 値が不安定になり、場
面の影響が大きいと指摘されていることが
ある（Chabon, Kent-Udolf, & Egolf 1982）。 
 上記の状況を背景に我々は日本語用の言
語発達指標（DSSJ）の開発を進めている
（Miyata et al. 2003、Otomo 2004、Sirai 
2001）。モデルは英語用の「Developmental 
Sentence Score (DSS)」(Lee 1974)である。
DSSは 50 発話のサンプルを分析し、それぞれ
の文に点数を与える。その点数は 8 領域に渡
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り 1点から 8点まで評価される。日本語版を
開発するために 7 人の子どもの 1 歳半〜5 歳
ま で の 縦 断 デ ー タ の 解 析 を も と に
「 Developmental Sentence Score for 
Japanese (DSSJ)」を提案した。 
 
２．研究の目的  
 今回の研究の目的は、Otomo (2004)で提案
した 12文法領域および 99文法項目に渡る文
法項目の改訂を行うことである。そのために、
3 歳以降の縦断データを増やし、比較的大人
数の横断データを収集することにした。 
 また、言語発達障害の言語サンプルを DSSJ
で解析し、それぞれの特徴がどのように DSSJ
で捉えられているかを見ることを第 2の目的
とした。 
 さらに DSSJ プログラムに必要な形態素タ
グを加える形態素解析プログラム（JMOR; 
Miyata & Naka 2006）の、的中率の高い改訂
版を作ることを第 3の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 縦断データ 
 1歳半〜3歳まで（3名；Miyata 2004a,b,c）、
1歳半〜4歳ま で（1名；国立国語研究所 1981）、
3 歳〜5歳まで（4 名、西澤、未公開）の日本
語を獲得する子ども計 8名の縦断データを解
析し、共通の順序で獲得される文法項目を確
認した。3歳以下のデータは週に 1 回 40〜60
分、3歳以上のデータは月に 1回 60分、合計
111,914発話を解析した。 
(2) 横断データ（健常） 
 2 歳 8 ヶ月〜5 歳 2 ヶ月までの 6 ヶ月毎の
年齢の子どもそれぞれ 14 名（6 グループ、
計 84 名）の最低 20分（85発話以上）の親子
会話を収集した（合計 16,955 発話 ）。 
(3) 横断データ（言語障害） 
 3 歳〜8 歳までの PDD, MR または自閉症と
して診断されている子ども 15 名の自由発話
データを解析した。 
(4) データ処理 
 すべてのデータは CHILDES フォーマット
（MacWhinney 2000; 宮田・村木・森川 
2004; Oshima-Takane, MacWhinney, Sirai, 
Miyata, Naka 1998）で Wakachi2002 v.3.0 
（Miyata 2006）の分かち書きガイドライン
に従いローマ字化され、JMOR03（Miyata & 
Naka 2006）によって形態素タグを加えられ
た。 
 縦断データに対し MLUm と MLUw（形態素単
位および単語単位平均発話長）を計算した。
さらに、DSSJ で使用される文法項目の獲得過
程を調べるために、それぞれの項目を含む発
話を取り出し、項目の生産性を Productivity 
Level（P-Level, Miyata et al. 2001, 2004）
を 計 っ た 上 、 獲 得 順 序 を Sugiura ’ s 
Developmental Order Scaling (SDOS, 

Sugiura 2004, Sirai & Sugiura 2007) で断
定した。この結果をもとに DSSJ の文法項目
の見直しを行った。 
 横断データに対し、MLUm と MLUw、および
DSSJ値（2009改訂版）を計算した。 
(5)プログラム作成 
 JMORのバージョンアップを行い、解析され
たコーパスをもとに学習機能 POSTTRAINで訓
練させ、解析出力の質を上げた。 
 
４．研究成果 
 成果として、15領域で 104項目を含む DSSJ
改訂版 （v.2009/5/29）を提案した。 
 横断データの解析結果をまとめると、伝統
的に使われている形態素単位平均発話長
（MLUm）と本プロジェクトで開発した DSSJ
の間に高い相関（0.88）が見られたが、（MLUm
の信頼性が下がると言われている年齢 3歳半
以降では DSSJとの関連が弱まる傾向（3歳半
以下 0.91、3歳半以上 0.82）が見られ、形態
素で計れる文の長さ（MLUm）と、意味的・統
語的複雑さを反映した指標（DSSJ）の差が現
れている。 
 障害を持つ子どもの場合も MLUm3.0以上は
個人差が見られ、DSSJ 値が MLUm から予測さ
れる値とは異なる場合が多く、DSSJ が MLUm
より個人の言語発達状態を的確に捉えてい
ることが示唆される。また、DSSJで計られて
いるそれぞれの文法領域の値に、健常児のグ
ループよりも強い個人差が見られた。これは、
DSSJ の結果が個人の治療の大切な手がかり
となり得ることを示している。 
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〔その他〕 
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